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Abs官聡砒；Mo11uscan　she1l　remains　conected　by　a　Smith－McIntyre　grab　sump1er　with　bottom

sediments　of　Lagoon　Saroma，Hokkaido，were　examined．　She11s　are　widely　distributed　in

the1agoon，especiaHy　a1ong　the　imer　side　of　the　sand　bar．　The　mo11uscan　shel1s　gxamined

are　identified　to24genera　and28species　of　biva－ves，and　15genera　and　16species　of　gas－

tropods　The　fauna1s　composed　ofep1fauna　and　mfauna　on　or　m　sand　and　mud　bottoms　Ha1f

ofthe　spec1es　are　co1d　current　e1ements　and　most　ofthe　other　ha1fare　warm－temperate　ones

Key　w⑪r曲：Lagoon　Saroma，moHuscan　thanatocoenoses

ま　え　が　き

　サロマ湖の軟体動物は，高安ほか（1934），木下

（1935）にはじまり，大島ほか（1966），中川（1977），

北海道開発庁北海道開発局土木試験所（1988），五

嶋聖治（1996）による生態学的調査研究あるいはサ

ロマ湖の漁場開発調査の際に調べられてきた。しか

し，軟体動物相の特徴や湖における貝類の分布は必

ずしも総括されているとはいいがたい。

　今回，1995年秋に開催された島根大学高安克己

を代表者とする文部省科学研究費基盤研究の集会に

つづいて，サロマ湖の現地調査が実施され，その折

りに採取された軟体動物め貝殻を調べる機会を得

た．本論文では，従来の研究を参考にしながらサロ

マ湖の軟体動物相を明らかにし，サロマ湖における

生貝及び遺骸の分布傾向をまとめ，軟体動物相の特

性を論じたい。

調　査方　法

　1995年10月2日から4日にかけて行われた現地
調査はサロマ湖の全域にわたる74地点（第1図）

において実施され，湖底堆積物がスミス。マッキン

タイヤ採泥器によって採取された．

　第2図は高安編（1996）に掲載された資料に基づ

いて堆積物の粒度分布と含砂率を示した。・

調　査結　果

A。産出状況

　軟体動物の産出状況をみると，生貝が採集された

地点，生貝と貝殻（遺骸）とが得られた地点，貝殻

のみが存在する地点とがある．二枚貝と巻貝の遺骸

分布を第3図に示す。調査地点74の内，3i地点か
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　　　第1図　サロマ湖の湖底地形と堆積物採取地点（三瓶ほか，1997）
亙晦1　Bathymetrica1map　ofLagoon　Saroma　and　samp1ing　points（after　Sampeiαoム，1997）．
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ら生貝ないし貝殻が採集された。各地点の個体数は

必ずしも定量的採集法を厳密に実施した結果得られ

た数ではないが，おおよその傾向を読みとることが

できる。

　砂を主体とする粗粒な堆積物は湖の北側に発達す

る砂州の内側，湖の東岸，南岸の一部に分布してい

る。貝殻の分布は粗粒堆積物が分布する地域にかな

り一致している。湖の南西部の冨富士沖に分布する

泥質堆積物からも貝殻が多少得られた。二枚貝の貝

殻は保存の良い合弁と離弁の殻，摩耗した表面や付

着生物のつく離弁の殻である。また，生貝が採集さ

れた地点も多い．

B、産出種
　第4図には，各地点の個体数と種数が記入されて

いる、数値は得られた個体数を記したもので，単位

面積当たりの個体数を示すものではない、また，二

枚貝の場合，合弁の個体を2個体として数えた．個

体数の多い地域は南東岸，中央部の北岸，西部の三

理浜沖で，個体数60～40個，種数14～8種が得ら

れた。なお，砂底の地点65からは個体数187個，

種数25種が得られている。

　今回，産出した貝殻の種類を第1表に示す．二枚

貝24属28種，巻貝15属16種で，合計39属44種
である。

　産出地点が多い種ヲすなわち遺骸分布範囲が広い

種は，棚z肋oρθc肋りθ∬oα1∫ゐ，Cグ仰∬08肋o818ω，

α加ocα肋舳cα肋〃加1雌，〃αco舳加oo〃8閉o，Co1－

1肋αco　o6α〃τ8ゴで，地肋伽ρθ∫ρ〃伽加o舳η，Co〃吻

わ肥〃吻んo〃伽，Cワμo榊ツoわ〃∫06〃3j∫である。採取さ

れた主な生貝は，αツCツ〃附的θ∬06〃∫j∫，舳Z肋0ρθC肋

ツθ∬0θ〃∫心，α肋0Cα肋舳0αゆ閉1α！∫θ，〃000舳加C0〃一

8閉o，Cα〃ゴ肋αcαo6〃η83，R〃〃吻ρωρ〃1ψρ肋〃〃榊，Cα1一

〃8如わκyゆん0η伽などである、採取された遺骸は

すべてサロマ湖に生息していると考えられる。

　五嶋（1996）は1994年の調査で，ホソウミニナ，

アラムシロ，クロタマキビ，エゾタマキビ，アサリ，

ヒメシラトリ，ホトトギスガイ，ウソシジミ，イソ

シジミ，オオノガイ，キタノオオノガイの11種の

生存を確認した。

員類相の特徴

　今回の調査で得られた軟体動物の種数は44種で

あり，これに過去3回にわたる調査研究で報告され

ている種（大島ほか，1966；中川，1977；北海道開

発庁北海道開発局土木試験所，1988）と合わせると

倍近くの種数となる（第2表）。ただし，過去に記

録された種の原標本を検討せず，種名の検討にとど

まっている．生息場所，生活形などの資料は波部忠

重（1977）および肥後。後藤編著（1993）による（第
3表）．

生活形からみた特性

　αツ0y閉ぴ1∫ツθ∬06〃∫心，〃伽ゴθ〃“吻，α肋000肋舳

cα物閉1θ〃86，Cわ〃θ〃o〃，〃ooo舳spP，肋θoκo伽8伽，

Cα〃肋αC006α舳1，〃080肋0C0ωめρ吻，R〃肋ρω

ρ〃〃〃加〃舳，Co〃吻わ榊ゆんo舳α，CWτo仰oわ〃一

∫0θ舳なや巻貝などは，表棲ないし浅所潜入種であ

る。さらに，仰αα閉o〃ooo〃o8〃の深所潜入種，Aκα

々・…肋，C閉・舳ツ”・・8κ・ツα舳，”o伽〃・榊・∂1・〃・

6倣α伽，舳∫C〃〃”θ舳o〃31α，〃〃o∫oん舳棚の足糸付

着種，Cグα∬o∫舵α純ωの殻付着種と，舳批oρ6c肋

ツθ∫30θ舳加の白由遊泳種が含まれる．

生息場所からみた特性

　生息深度からみると，潮問帯から水深20mに生

息する種がもっとも多く，これについで潮問帯から

水深50mまで，あるいは水深200mまでの種が若
干含まれる。底質別では，砂れき底，細砂底に生息

する種類のほか，〃αcαηαspp．や肋60ハoのように泥

底に生息する種類も含まれる。

　1つの地点において，同じ所に生活できない種類
や生活系の異なる種が含まれることもある。

地理的分布からみた特性

　生息種の地理的分布をみるとフ関東，銚子，東北

以北からオホーツク海など寒流域に生、自、するめ肋α

ブo伽舳1，Xηo肋〃8，αツcツ舳ぴ幻θ∬oθ〃3j3，C閉o仰ガー

1・・8岬〃帆〃・伽・∫肌・仰・∫燃・狐舳1α
∫c1〃η〃ガ，舳z〃10ρθσθ〃ツ舳06118加，則o〃ε〃o〃伽，αj一

〃oc伽伽1ηcoゆ閉1θ〃∫θ，Go加α舳κo卿舳加，ノV鮒o〃o

θzo〃3，Cα〃肋αcαα伽η3ク，〃oグo肋αcoω8ゆ肋，Cα〃3肋

わκVゆん0〃伽，助加肋伽0舳α，及0肋0r肋08倣伽α

が約40％を，北海道から九州にかけて分布するαj一

〃ocα”ゴj〃1ηわ〃θ〃owゴ，ルグoco朋αspP、，3α五j6o〃伽∫ρ〃ηワ〃グα一

舳，CW8o伽ツoわ〃∫oθ〃曲，βoハεo肋oρ1zo〃c伽加1αわ舳1，

α〃8〃〃o　c肋8〃伽が約15％を，さらに大陸沿岸に

分布を広げる〃〃∫c〃〃∫∫θ〃んo〃∫1o，α伽o∫舵α純ω，

肋0グ0伽8〃∫，肋肋αρωρ舳〃肋0グ舳，仰αακ〃〃わ

oo〃o8oj，肋〃〃加c舳加8〃，ノVθ附伽6ゆ舳，地一
ガα〃1ω∫α舳〃8グα〃08αが約20％を占める．沖縄まで

生息するAκoわo〃Cα肋を含む。

　サロマ湖には，寒流系種とともに，約半数の暖流

系ないし温帯種（日本型分布種）が生息している。

ま　　と　　め

　1）1995年10月に実施されたサロマ湖の湖沼調

査の際に，採取された堆積物中の軟体動物の貝殻を

検討した結果，31地点から二枚貝24属28種，巻

貝15属16種の合計39属44種を同定した。
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　　第3図　二枚貝と巻貝の遺骸分布
F晦3　Distribution　ofthe　sheHs　ofbiva1ves　and　gastropods．
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　第4図　貝殼遺骸の個体数・種数の分布
亙晦4　Distribution　ofthe　number　ofindividua1and　species．



　　　　第1表　サロマ湖軟体動物産出表

丁地且e且　L1st　ofmoHuscs　from　Lagoon　Saroma

種名

YoIdla（Cnesterlum）」ohannl　Dal1

Yo1d■a（Cnestenum）notab■lIs　Yokoyama

Arca　boucard1J◎usseaume

GlycymerIs　yessoens1s（Sowerby）

Crenomytllus　grayanus（Du同ker）

Modiolus（s．s．）modi◎lus　difficilis　Kuroda＆Habe

Musculus（Muscu，1sta）senhousla（Benson）

Adu1a　schm1dt1（Schrenck）

Ch1amys（Sw・ft◎p8cten）sw1耐11（8emardl）

Mlzuhopecten　yess◎ensls（Jay）

Crassostrea　g1gas（Thunberg）

Fdaniella　usta（Gould）

C11nocardIum　caIlfomlense（Deshayes）

CllnocardIum　buellowl（Rol1e）

MaCOma（S　S）lnCOngrua（MartenS）

Macoma（s　s）nlpponlca　Tokunaga

Macoma（s　s）tokyoens1s　Maklyama

The◎ra術agilis（A．Adams）

Gobraeus　kazusensis（Yokoyama）

Veremolpa　mlcra（P11sbry）

NuttaIIia　ezonis　Kuroda　et　Habe

Ca111thaca　adamsI（胎ev8）

Protothaca（Novathaca）eug1ypta（Sowerby）

Rud1tapes　philippinarum（A．Adams　et胎eve）

Cal11sta（Ezocal11sta）brevls1phonata（Carpent8r）

Saxidomus　purpuratus（Sowerby）

Mya　arenarla　oonogal　Mak1yama

Cryptomya　busoensis　Yokoyama

Llrl』Iarla　lrldescens（Schrenck）

Homalop◎ma　sanga爬nse（Schrenck）

εph釧a　dec◎rata（A　Adams）

Ezo1itt◎rina　squa1ida（Broderip　et　S◎werby）

N・・it爬㎡・・脈・n・（PhilipPi）

Fa1gicingula　kuriIe8nsis（PiIsbry）

BatilIaria　cumingii（Crosse）

Velutina（Limneria）conica　Dal1

Neverita（Glossau1ax）didyma（Roding）

8◎reotrophoncandelabrum（胎eve）

賄tlcunassamultlgranosa（Dunker）

■nquist8r　cf．japonicus（Lischke）

0dostom1a（s　s）cf　llmplda　Dall＆Bar垣ch

Odostomla（Besla）blc旧ctella（Yokoyama）

Cingulina（s．s．）cingulata（Dunker）

Retusa（Dec◎lifer）insignis（Pilsbry）

和名

エゾソデガイ

フリソデガイ

コペルトフネガイ

エゾタマキガイ

エゾイガイ

ェゾヒバリガイ

ホトトギスガイ

マユイガイ

エゾキンチャクガイ

ホタテガイ

マガキ

ウソシジミ

ェゾイシカゲガイ

イシカゲガイ

ヒメシラトリガイ

ニホンシラトリガイ

ゴイサキガイ

シズクガイ

エゾマスオガイ

ヒメカノコアサリ

エゾイソシジミ

エゾヌノメアサり

ヌノメアサリ

アサリ

ェゾワスレガイ

ウチムラサキガイ

オオノガイ

ヒメマスオガイ

1　2　　4　6　7　911　1215　22　28　30　31

2

4　　　　　　　　　　　　　　　10

5

8　4　2　6

2

2　2　　2　5　119
2　　　　1　1　　　1

　　　　　　　　2　　　2

　　　　1　2　31011

　　　　　　　　1

22　5　63315　4

2

2　　　1　　　　1　　2　1　3
　　　　2

　30　1　　　　　　3　2　1

　　1　　　　　　　1　1

　　　　　　　　　　　　　　　1　4

　　　　　　2　　　　　　1

1　　　　　　　　　　　1　2　3

アコヤチグサ　　　　　　　1

ヤマザンショウ　　　　　　　5
コウダカチャイロタマキ，ビ

エゾタマキピ　　　　　　3

マルタマキピ　　　　　　　　　5

ナタネツボ

ホソウミニナ

セイタカハナヅト

ツメタガイ

ツノオリイレ

ヒメムシロ

スキクチキレモドキ

フタスジクチキレ

ヨコイトカケギリ

コメツブガイ

2
1

1
～

1

5

1

32　33　34　38　40　45　50　51　52　53　56　59　60　62　64　65　69　70

2
1　　　　　　　　　　　　　　　　1

1222　　　　111　　　2
　　3　　　　　　　　　　　3　1　　　　　　　1
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第2表　既存資料によるサロマ湖の貝類

生態的資料：波部忠重（1977）　肥後俊一・後藤　芳央編
著（1993）による

丁洲e2　Molluscan　faunaofLagoon　Saromadescribed　in　previ－

ous　works．

Eco1ogy　of　each　species　is　based　on　Habe（1977）and　Higo　and

Goto（1993）

1）1965年8月、大島覇雄・蓮辺浩・佐竹俊孝・塩沢孝之・小原昭雄・丸邦鼠北苧適サロマ湖の生態学的研究一

　　形成史と底質について一．1－32．1996　（種名を変えた種がある）

2）1975年5．8，10月、1976年2．3．5月．中川霧彦、漁糞閨発振輿観費、木タテガイ養臓書午容量観萱、1．底質

　　　犬型慶生動嶺魑壷北海適立鋼走水慶試験場昭和51年匿璽糞毅告奮119－1511977

3）1987年7月　北海適溺発庁北海適麗発局土木試験所第　研究部k産土本研究塞　寒冷地圏蟻の海跡湖

　　における瑠壌繰全に関する研究（昭燕62年慶）　北海適闘発局　1988

4）1995年10月　小林巌雄ほか　総合研究A萬安克己代表「海跡湖堆薮物から見た汽水湖の環境姪化」1996

種名

Aci1a　divaricata（Hjndas）

Acila（Tn」ncaciIa）insignis（Gould）

Ennucula　tenuis（Montagu）

YoIdla（Cnestenum）』◎hann1Da”

Yo1dla（C　st　num）notab醐s　Yokoyama

Arca　b　ucardI　Jousseaume

Glycymeris　yessoens；s（Sow似七y）

Crenomytilus　grayanus（Dunker）

Modiolus（s．s．）modiolus　d肺⊆醐s　Kuroda＆Habe

MuscuIista　senhousia（8enson）

M　　ulu　（MuscuIus）Iaev1gatus（Gray）

Adula　schmIdtI（S　h　　k）

Chlamys　farreri　nippon㎝sis（Kuroda）

Chlamys（Sw耐p　ct釧）swI冊（BemardI）

MIzuhopety　nl（Jay）
Crassostrea　glg－as（Thunberg）

Axlr■opsIda　bqu　drata（A　Adams）

1＝eユanieI－a　usta（G◎u旧）

Card．te1l　p　Is　t　n　ana（Yokoyama）

C1旧ocard1um　callfomlense（Deshayes）

αm　　d1um（αIat◎card山m）cI衙atum（Fabnc山s）

Mactra　chln　n　Is　P肺與pPl

P　eud　card■um　sach剥爬nsls（Schren　k）

Sp1s山a（Mactromens）Polynympha　Stmp

Raetellops　pu1che－la（A．Aφms＆Reeve）

Cade凹a　Iub片ca（Gou旧）

Macoma（ss）1◎9rua（M航ens）
Macoma（s．s．）nipp◎nica　Tokunaga

Mac⑰m負ca1carea（Gme軸n）

Macoma　tokyoensis（M3kiyama）

Theora斤ag晒s　A．Ad司ms

Nuttallia　olivacea（Jay）

Mer　　　　　stImpsonl（G◎uld）

Ca口ithaca（Protocallithaca）adamsi（Reeve）

RudIt　p　phIlIpplnarum（Adams＆Reeve）

Call1sta（Ezocal1Ista）brevI　ph　n　t　（C　rp　　t　）

Saxid◎mus　purpuratus（Sowe｛y）

Mya」P　　l　Jay

Mya　　an　　n　g1MakIyama
Panomya　ampla　Dall

Pan　pe」apon－ca　A　Adams

Cワpt　mya　busoensIs　Yokoyama

Penitella　chishimana（Habe）

Latemula（Exdatemula）navicula（Reeve）

TI1racia　itoiト1abe

LiruIar帽旧d　sc　ns（Schl’enck）

Epherla　decorat（A　Adams）

］tt　　na　brevlcula（Ph1廿PP1）

Ner1trem　　sltkana（PhI1IpPI）

トloma1opoma　ng　　　（Schrenck）

トlomalopoma　amussiatum（Gou1d）

Epherla　d　　　t（A　Adams）

EzolIttonna判ua胴a（Broder■p　et　S◎werby）

N　nt　ma　s1tkana（Phl1lpP1）

BatiIIaria　cumingii（Crosse）

Bor　trophon　elgantula　Da”

Mi乍rema　tenuis（Gas1〈oin）

Retlcunassa行’atercula　hypdla（PIlsbry）

RetIcunassa　multIg　an　　a（Dunker）

Neptunea　a11111r岬ca（8emardi）

Inquister　cf－japqnicus（Lischke）

Ophl　d　m　l1a　mIyatensIs（Yokoyama）

Od　t　mIa（s　s）cf11mplda　l〕a11＆Bartsch

Od　t　　la（BesIa）blonctella（Yokoyama）

Cing山ina（s．s．）cinguIata（Dunker）

Retusa（DecoIifer）insignis（Pπsbry）

Cylichnatys　angusta（Gould）

Phl1Ine　　g　　t　t　Gouコd

莉名

オオキララガイ

キララガイ

コクルミガィ

エゾソデガイ

フリソデガイ

コペルトフネガイ

エゾタマキガイ

エゾイガイ

ェゾヒバりガイ

ホトトギスガイ

ハブタエタマエガイ

マユイガイ

アズマニシキ

エゾキンチャクガイ

ホタテガイ

マガキ

ュキヤナギガイ

ウソシジミ

ケシフミガイ

ェゾイシカゲガイ

コケライシカゲガイ

バカガイ

ウバガイ

ナガウバガイ

チヨノハナガイ

トパザクラ

ヒメシラトリガイ

ニホンシラトリガイ

ケショウシラトリガイ

ゴイサギガイ

シズクガイ

イソシジミ

ピノスガイ

エゾヌノメガィ

アサリ

エゾワスレガィ

ウチムラサキガイ

キタノオオノガイ

才才ノガイ

チシマガイ

ナミガイ

ヒメマスオガイ

チシママモメガイ

ソトオリガィ

フクレスエモノガイ

アコヤチグサ

コウダカチャイロタマキ

タマキビ

クロタマキビ

ヤマザンショウ

エゾザンショウ

コウダカチャイロタマキビ

エゾタマキビ

マルタマキビ

ホソウミニナ

エゾツノオリイレ

コウダカマツムシ

アオモリムシロ

ヒメムシロ

ヒメエゾボラ

クリイロフタマンジ

スキクチキレモドキ

フタスジクチキレ

ヨコイトカケギリ

コメツブガイ

カミスジカイコガイダマシ

キセワタ

1　　　2　　　3　　4
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種名

丁曲旦建3

　　第3表　サロマ湖産軟体動物の地理的分布，生息場所，生活形

Geographical　distribution，habitat　and　life　form　ofthe　moHuscs　from　Lagoon　Saroma．

YoldIa（Cnestenum）」ohannI　Dam

Yo1dIa（CnesterIum）notabl1Is　Y◎koyama

Arca　boucardI　Jousseaume

Glycymerls　yessoensIs（Sowerby）

Crenomytl1us　grayanus（Dunker）

Modiolus（s．s．）modidus　difficilis　Kuroda＆トlabe

Musculus（MuscuIlsta）senhousla（Benson）

Adula　schmldtl（Schrenck）

Chlamys（SwI流◎pecten）sw1制1（Bemardl）

Mlzuhopecten　yessoensls（Jay）

Crassostrea　gIgas（Thunberg）

Felaniella　usta（Gould）

Cllnocard1um　ca11forn■ense（Oeshayes）

Cl■nocardIum　buellowl（Ro1le）

Macoma（s　s）lncongrua（Martens）

Macoma（s　s）nlPPon1ca　Tokunaga

MaCOma（S　S）t◎ky◎enSlS　Mak1yama

The◎ra　fragi1is（A．Adams）

Gobraeus　kazusensis（Yok◎yama）

Nutta”1a　ezon！s　Kur◎da　et　Habe

Veremo1pa　mcra（Pllsbry）

C訓虻haca　adamsl（Reeve）

Protothaca（Novathaca）euglypta（S◎werby）

Ruditapes　philippinarum（A．Adams　et　Reeve）

Cal1lsta（Ezocal1lsta）brevlslphonata（Carpenter）

Saxidomus　purpuratus（Sowerby）

Mya　arenana　o◎n◎9al　Maklyama

Crypt◎mya　busoensIs　Y◎koyama

LlruIar1a1rldescens（Schrenck）

H◎ma1opoma　sangarense（Schrenck）

Epherla　decorata（A　Adams）

EzolIttonna　squalIda（Brodenp　et　Sowerby）

Ner1trema　sltkana（PhlllpPl）

I＝a！9icingu1a　kurneensis（Pilsbry）

8atillaria　cumingii（Crosse）

Velutina（Limneria）conica　Dal1

Neverlta（G1◎ssaulax）dldyma（RodIng）

8oreotr◎phon　cande1abrum（Reeve）

Retlcunassa　mult1gran◎sa（Dunker）

1nqu‘ster　cf』apon・cus（L‘schke）

OdostomIa（s　s）cf　lImpIda　Da11＆Bartsch

◎dostomIa（Besla）bIc旧cte“a（Y◎koyama）

Cingul1na（s．s．）dngulata（Dunker）

Retusa（DecdIfer）lnsIgn1s（Pllsbry）

和名

．エゾソデガイ

フリソデガイ

コペルトフネガィ

エゾタマキガイ

エゾイガイ

ェゾヒバリガイ

ホトトギスガイ

マユイガイ

エゾキンチャクガイ

ホタテガイ

マガキ

ウソシジミ

ェゾイシカゲガイ

イシカゲガイ

ヒメシラトリガイ

ニホンシラトリガイ

ゴイサキガイ

シズタガイ

エゾマス才ガイ

エゾイソシジミ

ヒメカノコアサリ

エゾヌノメアサリ

ヌノメアサリ

アサリ

エゾワスレガイ

ウチムラサキガイ

才オノガイ

ヒメマスオガイ

地理的分布 生息深塵　　　生息腐質 生活形

東北以北～才ホーツク海、目本海　　　1◎～100m　　細砂　　　　　浅所潜入

東北以北～オホーツク海、目本海　　　20～200m　　鯛砂泥　　　　浅所潜入

北海道～沖鴛　　　　　　　　　　　簿燗帯～20m岩れき　　　　足糸付着

東北、能登～北海道、千島　　　　　5～3◎m　　　鋼砂　　　　　浅所潜入

東北～北海鼠治海州、朝鮮半島東岸　潮間箒下～2◎n岩騰　　　　　足糸付着

東呆湾以北～才ホーツク海、目本海　　瀞間帯～20m岩礒　　　　　足糸付着

北海鼠沿海州以南～東南アソア　　　竈間帯～20m　アジ藻帯、泥　足衆付着

禽山鼠東北～サハリン　　　　　　窺間帯　　　　泥岩の穴、海題足糸付着

東北～アラスカ　　　　　　　　　　1覇間帯下～20n岩れき　　　　足糸付着

東北～千島、目本海　　　　　　　　　10～50m．　砂れき　　　　自由遊詠

目本、拾海州～中国、東南アジア　　　潮間帯　　　　岩れき　　　　穀付着

観1子以北、オホーツク海、目本海　　　10～50m　　鋼砂　　　　　嚢棲、浅所潜入

北海道以北、目本海、才ホ目ツク海　　10～100m　　砂泥　　　　　表棲

九州～北海道　　　　　　　　　　　1◎～50m　　鋼砂　　　　　表棲

九州～北海道、大陸沿岸　　　　　　　潮問帯～50m泥　　　　　　浅所潜入
九州～北海道南部　　　　　　　　　　20～10◎m　　鯛診泥　　　　浅所潜入

九州～北海道南部　　　　　　　　　　10～50m　　泥　　　　　　浅所潜入

九矧～北海道南部、日本海、東南アソ■覇閻帯～90m泥　　　　　　浅所潜入

東北～カムチャッカ、朝鮮半島、治海舛翻間帯　　　　砂れき泥　　　表棲

東北～北海道、沿海州　　　　　　　覇間帯　　　　鰯砂　　　　　浅所潜入

房誰以繭　　　　　　　　　　　　　内簿奥葡間帯～砂泥　　　　　浅所潜入

麗島謹～サハリン、目本海　　　　　　潮間静下～20n鋼砂　　　　　浅所潜入

駿河湾～サハリン　　　　　　　　　覇間帯　　　　砂れき　　　　表棲

目本～サハリン以南、中国給岸、台簿　潮間帯～20m砂れき泥　　　浅所潜入

三睦以北、南千島、サハリン、浴海州潮間帯下～30n砂　　　　　浅所潜入

九州～北海道南部　　　　　　　　　　潮問帯～20m　れき泥　　　　浅所繕入

九州以北、中国、朝鮮半島　　　　　　内湾潮聞帯　　砂泥　　　　　深所潜入

九州～北海道　　　　　　　　　　　　潮間帯～20m　鰯砂泥　　　　浅所潜入

アコヤチグサ

ヤマザンショウ

コウダカチャイ回タマキ東北以北　　　　　　　　　　　　　潮聞帯下、アマ1嚢等上

エゾタマキヒ　　　　　東北以北　　　　　　　　　　　　　濁間帯　　　　岩礒

マルタマキビ

ナタネツボ

ホソウミニナ　　　　　サハリン以南、目本、朝鮮半島、中国菜潮間帯　　　　岩れき

セイタカハナヅト

ツメタガイ　　　　　　北海道南部以繭、朝鮮半島、中国沿岸、内湾潮間帯～51細砂

ツノオリイレ　　　　　演戸内海、紀伊半島～北海道　　　　　2◎◎m以浅　　砂れき

ヒメムシ回　　　　　　北海道以南、朝鮮半島、中国　　　　　潮間帯～20m岩れき

スキクチキレモドキ

フタスジクチキレ

ヨコイトカケギリ

コメツプガイ

九州～本州 観間帯～浅海　砂泥
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　2）貝殻は泥質堆積物よりも砂質堆積物の方によ

り多く含まれる画貝殻の遺骸が白生的（生貝，破損

なく合弁など），あるいは他生的産状（破片や付着

物を付けた個体がおおく，生息底質と堆積物の粒度

が一致しないなど）を示す。前者は生息地を示しヲ

後者はラグーン内を流れる潮流などによる移動集積

の効果によって規制されていることを示唆する。

　3）潮問帯から水深20mに生息する種がもっとも

多く，ついで潮問帯から水深50mまで，あるいは

水深200mまでの種が若干含まれる。砂れき底，細

砂底に棲む種類のほか，泥底に生息する種類も含ま
れる。

　4）サロマ湖には，寒流系種とともに，約半数の

暖流系ないし温帯種（日本型分布種）が生息してい
る。
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